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(57)【要約】

【課題】　燐光を放出する光源の光源制御装置であって

、燐光の残光による画質の劣化を抑えることである。

【解決手段】　実施形態によれば、燐光を発する光源を

制御する光源制御装置は、前記光源の点灯値に応じた駆

動パルスを前記光源に供給する駆動手段を具備する。前

記駆動手段は、一定の振幅を有し、前記点灯値に応じた

パルス幅を有する第１駆動パルスと、一定のパルス幅を

有し、前記点灯値に応じた振幅を有する第２駆動パルス

とを発生可能である。前記駆動手段は、前記点灯値に応

じて前記第１駆動パルスと前記第２駆動パルスの一方を

前記光源に供給する。

【選択図】図１２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 燐 光 を 発 す る 光 源 を 制 御 す る 光 源 制 御 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 光 源 の 点 灯 値 に 応 じ た 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る 駆 動 手 段 を 具 備 し 、

　 前 記 駆 動 手 段 は 、 一 定 の 振 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た パ ル ス 幅 を 有 す る 第 １ 駆 動 パ

ル ス と 、 一 定 の パ ル ス 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 を 有 す る 第 ２ 駆 動 パ ル ス と を 発

生 可 能 で あ り 、

　 前 記 駆 動 手 段 は 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ て 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス と 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス の 一 方

を 前 記 光 源 に 供 給 す る 光 源 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 駆 動 手 段 は 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 第 １ 値 以 下 の 場 合 、 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 １ 値 よ り 大 き く 第 ２ 値 以 下 の 場 合 、 前 記

第 ２ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 ２ 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 第 １ 駆 動 パ ル

ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る

　 請 求 項 １ 記 載 の 光 源 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 駆 動 手 段 は 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 第 １ 値 以 下 の 場 合 、 前 記 振 幅 が 振 幅 最 小 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が パ ル

ス 幅 最 小 値 か ら 第 ３ 値 ま で の い ず れ か の 値 と さ れ る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給

し 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 １ 値 よ り 大 き く 第 ２ 以 下 の 場 合 、 前 記 パ

ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 と さ れ 、 前 記 振 幅 が 前 記 振 幅 最 小 値 か ら 振 幅 最 大 値 ま で の い ず れ か の

値 と さ れ る 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 ２ 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 振 幅 が 前 記 振

幅 最 大 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 か ら パ ル ス 幅 最 大 値 ま で の い ず れ か の 値 と さ

れ る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る

　 請 求 項 ２ 記 載 の 光 源 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 燐 光 を 発 す る 光 源 を 制 御 す る 光 源 制 御 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 光 源 の 点 灯 値 に 応 じ て 、 一 定 の 振 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た パ ル ス 幅 を 有 す る

第 １ 駆 動 パ ル ス 又 は 一 定 の パ ル ス 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 を 有 す る 第 ２ 駆 動 パ

ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る 光 源 制 御 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 点 灯 値 が 第 １ 値 以 下 の 場 合 、 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 １ 値 よ り 大 き く 第 ２ 値 以 下 の 場 合 、 前 記 第

２ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 ２ 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス

を 前 記 光 源 に 供 給 す る

　 請 求 項 ４ 記 載 の 光 源 制 御 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 点 灯 値 が 第 １ 値 以 下 の 場 合 、 前 記 振 幅 が 振 幅 最 小 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が パ ル ス

幅 最 小 値 か ら 第 ３ 値 ま で の い ず れ か の 値 と さ れ る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し

、

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 １ 値 よ り 大 き く 第 ２ 以 下 の 場 合 、 前 記 パ ル

ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 と さ れ 、 前 記 振 幅 が 前 記 振 幅 最 小 値 か ら 振 幅 最 大 値 ま で の い ず れ か の 値

と さ れ る 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 し 、

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 値 と 等 し い 又 は 前 記 第 ２ 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 振 幅 が 前 記 振 幅

最 大 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 か ら パ ル ス 幅 最 大 値 ま で の い ず れ か の 値 と さ れ
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る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る

　 請 求 項 ５ 記 載 の 光 源 制 御 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 入 力 さ れ た 映 像 信 号 に 応 じ た 画 像 を 表 示 す る 画 面 を 有 す る 表 示 部 と 、

　 前 記 表 示 部 の 光 源 と 、 を 具 備 す る 表 示 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 光 源 は 、

　 　 燐 光 を 発 す る 複 数 の 発 光 素 子 で あ っ て 、 前 記 画 面 を 構 成 す る 複 数 の エ リ ア に 対 応 す る

複 数 の 発 光 素 子 と 、

　 　 前 記 映 像 信 号 に 応 じ て 前 記 複 数 の エ リ ア 毎 の 前 記 発 光 素 子 の 点 灯 値 を 求 め る と と も に

、 前 記 点 灯 値 が 第 １ 点 灯 値 範 囲 、 第 ２ 点 灯 値 範 囲 又 は 第 ３ 点 灯 値 範 囲 に 入 る か を 判 定 す る

点 灯 値 判 定 手 段 と 、

　 　 前 記 点 灯 値 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 応 じ て 、 一 定 の 振 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た パ

ル ス 幅 を 有 す る 第 １ 駆 動 パ ル ス 又 は 一 定 の パ ル ス 幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 を 有

す る 第 ２ 駆 動 パ ル ス を 前 記 複 数 の 発 光 素 子 に 供 給 す る 駆 動 手 段 と 、

　 を 具 備 す る 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 第 １ 点 灯 値 範 囲 は 一 番 小 さ い 点 灯 値 を 含 み 、 前 記 第 ３ 点 灯 値 範 囲 は 一 番 大 き い 点 灯

値 を 含 み 、

　 前 記 駆 動 手 段 は 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 供 給 し 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス を 供 給 し 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ３ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 供 給 す る

　 請 求 項 ７ 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 駆 動 手 段 は 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 、 前 記 振 幅 が 振 幅 最 小 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が パ ル ス 幅 最 小 値 か ら 第 ３ 値 ま

で の い ず れ か の 値 と さ れ る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 供 給 し 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 、 前 記 パ ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 と さ れ 、 前 記 振 幅 が 前 記 振 幅 最 小 値 か ら 振 幅 最 大

値 ま で の い ず れ か の 値 と さ れ る 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス を 供 給 し 、

　 　 前 記 複 数 の 発 光 素 子 の 中 の 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ３ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア に 対 応 す る

発 光 素 子 に 、 前 記 振 幅 が 前 記 振 幅 最 大 値 と さ れ 、 前 記 パ ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 か ら パ ル ス 幅

最 大 値 ま で の い ず れ か の 値 と さ れ る 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス を 供 給 す る

　 請 求 項 ７ 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア の 画 面 に 残 光 が 生 じ 、

　 前 記 画 面 の 残 光 は 、 前 記 点 灯 値 が 大 き く な る と 改 善 さ れ 、

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 １ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア の 画 面 に ホ ー ル ド ぼ け が 生 じ ず 、

　 前 記 ホ ー ル ド ぼ け は 前 記 点 灯 値 が 大 き く な る と 生 じ る 請 求 項 ７ 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 点 灯 値 範 囲 に 入 る エ リ ア の 残 光 と 、 前 記 点 灯 値 が 前 記 第 ２ 点 灯 値

範 囲 に 入 る エ リ ア の ホ ー ル ド ぼ け の 両 者 が 最 適 化 さ れ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 表 示 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 発 光 素 子 は 、

　 青 色 成 分 の 光 を 発 す る 発 光 部 と 、 蛍 光 を 放 出 す る 蛍 光 体 と 、 燐 光 を 放 出 す る 燐 光 体 と を

具 備 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 パ ル ス 幅 が 前 記 第 ３ 値 よ り 大 き い 場 合 、 前 記 画 面 に 燐 光 の 残 光 が 生 じ な い 請 求 項 ９

記 載 の 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 液 晶 表 示 装 置 の 光 源 制 御 装 置 と 光 源 制 御 方 法 及 び 表 示 装 置 に 関 す る

。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 液 晶 表 示 装 置 の 光 源 に は 発 光 ダ イ オ ー ド （ 以 下 、 Ｌ Ｅ Ｄ と 称 す る ） 光 源 が 用 い ら れ る こ

と が あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 は 、 エ リ ア 制 御 が 可 能 で あ り 、 高 輝 度 、 広 色 域 等 の 高 画 質 な 画 像 を

表 示 出 来 る 。 エ リ ア 制 御 で は 、 １ フ レ ー ム 毎 に 各 点 灯 エ リ ア に 対 応 す る 画 素 デ ー タ に 基 づ

い て 各 点 灯 エ リ ア の Ｌ Ｅ Ｄ の 点 灯 値 が 算 出 さ れ 、 点 灯 値 に 応 じ て 電 流 と 点 灯 時 間 が 制 御 さ

れ る 。 点 灯 時 間 の 制 御 は 点 灯 時 間 の パ ル ス 幅 変 調 （ Ｐ Ｗ Ｍ ） に よ り 行 わ れ る の で 、 以 下 、

点 灯 時 間 制 御 を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 と も 称 す る 。 電 流 制 御 と 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 組 み 合 わ せ て

バ ッ ク ラ イ ト と し て の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る に あ た り 、 電 流 制 御 に よ り Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 色 を

制 御 し 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に よ り 安 定 し て 輝 度 を 制 御 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 個 々 の Ｌ Ｅ Ｄ の 特 性 は ば ら つ き を 含 む の で 、 電 流 制 御 だ け で は 点 灯 値 の 諧 調 制 御 は 不 安

定 と な る 。 電 流 を 一 定 に し た 状 態 で 点 灯 時 間 を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 す る こ と に よ り 、 安 定 し た 輝 度

変 化 と 動 特 性 の 向 上 を 実 現 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 輝 度 を 低 く す る た め に は 点 灯 時 間 （ パ ル ス 幅 ） を か な り 狭 く す る 必 要 が あ る が 、 パ ル ス

幅 と Ｌ Ｅ Ｄ へ 定 電 流 を 引 き 込 む タ イ ミ ン グ と の 関 係 で 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 不 安 定 に な

る こ と が あ る 。 そ の た め 、 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 で 輝 度 を 制 御 す る こ と が 困 難 な 暗 部 に つ

い て は 、 電 流 制 御 に よ り 点 灯 値 の 階 調 を 安 定 さ せ る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、

暗 部 で は パ ル ス 幅 を 固 定 し た 電 流 制 御 を 行 い 、 そ れ 以 外 の 明 部 で は 電 流 を 固 定 （ 電 流 制 御

に お け る 最 大 値 ） し た 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 行 う 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 に は 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の ３ 色 の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る も の や 、 短 波 長 の 青 色 光 を 励

起 光 源 と し 緑 色 と 赤 色 の 光 を 発 す る 蛍 光 体 が 合 わ せ ら れ た 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ が 使 わ れ て い る 。 白

色 Ｌ Ｅ Ｄ の 中 に は 、 広 色 域 を 実 現 す る た め に 、 蛍 光 の み な ら ず 燐 光 も 発 す る 燐 光 体 を 用 い

る も の も あ る 。 蛍 光 は 瞬 時 （ １ ０ 億 分 の １ 秒 ～ １ ０ 万 分 の １ 秒 程 度 ） に 消 え る が 、 燐 光 は

１ ０ ０ ０ 分 の １ 秒 ～ 数 秒 程 度 で 消 え る の で 、 画 面 内 で 物 体 が 高 速 に 移 動 し た 時 、 物 体 の 移

動 し た 後 に 燐 光 が 目 に 残 り 、 画 質 が 劣 化 す る こ と が あ る 。 燐 光 を 発 す る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 暗 部

で 電 流 制 御 を 行 い 、 明 部 で 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 行 う 駆 動 方 法 で 駆 動 す る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ の

パ ル ス 幅 に 応 じ て 残 光 が 生 じ る こ と が あ る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 （ パ ル ス 幅 の デ ュ ー テ ィ 比 ） が １ ０

０ ％ で あ れ ば 、 問 題 は 生 じ な い が 、 パ ル ス 幅 が あ る 幅 以 下 と な る と 、 燐 光 の 残 光 に よ る 画

質 の 劣 化 が 目 立 つ こ と が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2017-3699号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 2016/358557号 明 細 書

【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 2011-104952号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 2012/299979号 明 細 書

【 特 許 文 献 ５ 】 特 許 第 9159272号 公 報

【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 2010-8769号 公 報

【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 2002-324685号 公 報
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【 特 許 文 献 ８ 】 特 許 第 5679937号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 用 の 光 源 装 置 で あ っ て 、 燐 光 を 放 出 す る 光 源 装 置 は 、 燐 光 の 残 光 に

よ っ て 画 質 を 劣 化 さ せ て い た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 燐 光 を 放 出 す る 光 源 の 光 源 制 御 装 置 と 光 源 制 御 方 法 及 び 燐 光 を 放 出 す

る 光 源 を 用 い る 表 示 装 置 に お い て 、 燐 光 の 残 光 に よ り 画 質 が 劣 化 す る こ と を 抑 え る こ と で

あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 実 施 形 態 に よ れ ば 、 燐 光 を 発 す る 光 源 を 制 御 す る 光 源 制 御 装 置 は 、 前 記 光 源 の 点 灯 値 に

応 じ た 駆 動 パ ル ス を 前 記 光 源 に 供 給 す る 駆 動 手 段 を 具 備 す る 。 前 記 駆 動 手 段 は 、 一 定 の 振

幅 を 有 し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た パ ル ス 幅 を 有 す る 第 １ 駆 動 パ ル ス と 、 一 定 の パ ル ス 幅 を 有

し 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 を 有 す る 第 ２ 駆 動 パ ル ス と を 発 生 可 能 で あ る 。 前 記 駆 動 手 段

は 、 前 記 点 灯 値 に 応 じ て 前 記 第 １ 駆 動 パ ル ス と 前 記 第 ２ 駆 動 パ ル ス の 一 方 を 前 記 光 源 に 供

給 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 光 源 制 御 装 置 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 制 御 装 置 と し て 用 い る 液 晶 表

示 装 置 の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 係 る 光 源 制 御 装 置 の 中 の 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ の 一 例 を 示 す ブ

ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 実 施 形 態 の 光 源 制 御 に お け る 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 毎 の 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 と 電

流 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 液 晶 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 構 造 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 蛍 光 を 放 出 す る バ ッ ク ラ イ ト 光 源 を 制 御 す る 第 １ 比 較 例 の 光 源 制 御 の 一 例 を 示 す

図 で あ る 。

【 図 ７ 】 第 １ 比 較 例 に お け る ホ ー ル ド ぼ け の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 燐 光 を 放 出 す る バ ッ ク ラ イ ト 光 源 を 制 御 す る 第 ２ 比 較 例 の 光 源 制 御 の 一 例 を 示 す

図 で あ る 。

【 図 ９ 】 第 ２ 比 較 例 に お け る 残 光 に よ る 画 質 の 劣 化 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 第 ３ 比 較 例 に お け る 電 流 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 第 ４ 比 較 例 に お け る 電 流 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 実 施 形 態 に お け る 電 流 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 開 示 は あ く ま で 一 例 に す ぎ

ず 、 以 下 の 実 施 形 態 に 記 載 し た 内 容 に よ り 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。 当 業 者 が 容 易

に 想 到 し 得 る 変 形 は 、 当 然 に 開 示 の 範 囲 に 含 ま れ る 。 説 明 を よ り 明 確 に す る た め 、 図 面 に

お い て 、 各 部 分 の サ イ ズ 、 形 状 等 を 実 際 の 実 施 態 様 に 対 し て 変 更 し て 模 式 的 に 表 す 場 合 も

あ る 。 複 数 の 図 面 に お い て 、 対 応 す る 要 素 に は 同 じ 参 照 数 字 を 付 し て 、 詳 細 な 説 明 を 省 略

す る 場 合 も あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ［ 全 体 構 成 ］ 　

　 光 源 制 御 装 置 は 燐 光 を 放 出 す る 種 々 の 光 源 の 制 御 装 置 に 応 用 可 能 で あ る が 、 以 下 で は 、

液 晶 表 示 装 置 の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 制 御 装 置 に 応 用 す る 実 施 形 態 を 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 図 １ は 実 施 形 態 に 係 る 光 源 制 御 装 置 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 の 構 成 の 一 例 を 示 す 。 図 １ に 示

す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 に は 外 部 か ら 映 像 信 号 が 入 力 さ れ る 。 映 像 信 号 は 、 ビ デ オ カ メ ラ

、 Ｔ Ｖ チ ュ ー ナ 、 映 像 を 記 録 す る 光 学 デ ィ ス ク の 再 生 装 置 等 か ら 入 力 さ れ て も よ い し 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 入 力 さ れ て も よ い 。 映 像 信 号 は 点 灯 値 算 出 部 １ ２ と 補 正 部 １ ４ に 入

力 さ れ る 。 点 灯 値 と は バ ッ ク ラ イ ト 光 源 の 点 灯 強 度 に 対 応 す る 値 で あ る 。 な お 、 後 述 す る

よ う に 、 バ ッ ク ラ イ ト は 画 面 全 体 で は な く 、 画 面 を 分 割 し た エ リ ア 毎 に 点 灯 制 御 さ れ る の

で 、 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 も エ リ ア 毎 の 点 灯 値 で あ る 。 点 灯 値 算 出 部 １ ２ は 映 像 信 号 に 基 づ

い て エ リ ア 毎 の 点 灯 値 を 算 出 す る 。 算 出 さ れ た 点 灯 値 は 補 正 部 １ ４ と 暗 部 ／ 中 間 部 ／ 明 部

判 定 部 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 補 正 部 １ ４ は 、 点 灯 値 に 応 じ て 、 不 足 し た 画 像 の 明 る さ を 補 う

よ う に 、 映 像 信 号 を 補 正 し て 、 補 正 後 の 映 像 信 号 を 表 示 駆 動 部 １ ６ に 供 給 す る 。 表 示 駆 動

部 １ ６ は 、 供 給 さ れ た 映 像 信 号 に 応 じ て 表 示 部 １ ８ を 駆 動 し 、 表 示 部 １ ８ で 映 像 を 表 示 さ

せ る 。 表 示 部 １ ８ は 液 晶 表 示 パ ネ ル を 備 え 、 液 晶 素 子 か ら な る 各 画 素 が 映 像 信 号 に 応 じ て

オ ン ／ オ フ す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 暗 部 ／ 中 間 部 ／ 明 部 判 定 部 ２ ０ は 、 入 力 さ れ た 点 灯 値 か ら エ リ ア の 点 灯 値 が 暗 部 、 中 間

部 、 明 部 の 点 灯 値 範 囲 の い ず れ に 属 す る か を 判 定 す る 。 判 定 結 果 は 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出

部 ２ ２ に 供 給 さ れ る 。 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ は 、 エ リ ア の 点 灯 値 が 暗 部 、 中 間 部 、

明 部 の 点 灯 値 範 囲 の い ず れ に 属 す る か に 応 じ て 、 当 該 エ リ ア に 関 す る バ ッ ク ラ イ ト の 駆 動

電 流 を 求 め る 。 具 体 的 に は 、 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 固 定 し た 電 流 制

御 又 は 電 流 値 を 固 定 し た 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 行 う こ と が で き 、 エ リ ア の 点 灯 値 が 暗 部

、 中 間 部 、 明 部 の 点 灯 値 範 囲 の い ず れ に 属 す る か に 応 じ て 電 流 制 御 又 は 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ

制 御 の い ず れ を 行 う か を 決 め 、 電 流 制 御 又 は 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に よ り 決 定 し た 電 流 値

及 び Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 有 す る 駆 動 パ ル ス を 光 源 駆 動 部 ２ ４ に 供 給 す る 。 光 源 駆 動 部 ２ ４ は 入 力 さ

れ た 電 流 値 に 応 じ た 振 幅 及 び Ｐ Ｗ Ｍ 値 に 応 じ た パ ル ス 幅 の 駆 動 電 流 を 光 源 装 置 ２ ６ に 供 給

す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 ２ は 図 １ 中 の 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ の 一 例 を 示 す 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 電 流 値

／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ａ 、 電 流 値 算 出 部 ２ ２ ｂ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部

２ ２ ｃ か ら な る 。 な お 、 説 明 の 便 宜 上 、 異 な る 演 算 毎 に ３ つ の 算 出 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 、 ２

２ ｃ を 記 載 し た が 、 算 出 部 は １ つ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ａ と ２ ２ ｃ

は 算 出 す る も の は 同 じ で あ る の で 、 演 算 毎 に 記 載 す る 場 合 で も 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 と 電 流 値

算 出 部 と で も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 判 定 結 果 が エ リ ア の 点 灯 値 は 暗 部 に 属 す る こ と を 示 す 場 合 、 点 灯 値 は Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２

２ ａ に 供 給 さ れ る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ａ は 電 流 値 を 固 定 し た 状 態 で 、 点 灯 値 に 応 じ た Ｐ

Ｗ Ｍ 値 を 算 出 す る 。 判 定 結 果 が エ リ ア の 点 灯 値 は 中 間 部 に 属 す る こ と を 示 す 場 合 、 点 灯 値

は 電 流 値 算 出 部 ２ ２ ｂ に 供 給 さ れ る 。 電 流 値 算 出 部 ２ ２ ｂ は Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 固 定 し た 状 態 で 、

点 灯 値 に 応 じ た 電 流 値 を 算 出 す る 。 判 定 結 果 が エ リ ア の 点 灯 値 は 明 部 に 属 す る こ と を 示 す

場 合 、 点 灯 値 は Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ｃ に 供 給 さ れ る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ｃ は 電 流 値 を 固

定 し た 状 態 で 、 点 灯 値 に 応 じ た Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ３ は 実 施 形 態 の 光 源 制 御 に お け る 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 毎 の 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 と 電

流 制 御 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は 、 映 像 信 号 か ら 算 出 さ れ た 点 灯 値 に 対 す る Ｐ

Ｗ Ｍ 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 映 像 信 号 か ら 算 出 さ れ た 点 灯 値 に 対 す

る 電 流 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 ３ （ ｃ ） は 、 算 出 さ れ た 点 灯 値 に 対 す る 表 示 部 １

８ の 液 晶 表 示 パ ネ ル か ら 出 力 さ れ る 輝 度 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 輝 度 値 は 点 灯 値 に

対 し て 直 線 的 に 変 化 す る よ う に 制 御 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 暗 部 は 映 像 内 の 絵 柄 が 暗 い エ リ ア に 対 応 し 、 明 部 は 全 白 の よ う に 点 灯 値 が 最 大 と な る エ

リ ア に 対 応 し 、 中 間 部 は そ れ ら 以 外 の エ リ ア で あ る 。 す な わ ち 、 中 間 部 は 点 灯 値 の 変 動 が
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最 も 多 い 領 域 で あ る 。 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の 具 体 的 な 定 義 は 以 下 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 点 灯 値 に 対 し て 表 示 部 １ ８ か ら 出 力 さ れ る 輝 度 値 が 直 線 的 に

変 化 す る よ う に 光 源 装 置 ２ ６ を 制 御 す る と す る 。 暗 部 と 中 間 部 と を 区 分 す る 点 灯 値 の 第 １

閾 値 Ｌ １ は 、 電 流 を 最 小 値 と し 点 灯 値 の 増 加 に 応 じ て Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 増 加 し た 場 合 、 燐 光 の 残

光 の 影 響 が 見 え な く な る Ｐ Ｗ Ｍ 値 Ｐ １ に 対 応 す る 点 灯 値 で あ る 。 後 述 す る が 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が

１ ０ ０ ％ で あ る と 、 燐 光 の 残 光 の 影 響 は 見 え ず 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 小 さ く な る と 、 残 光 の 影 響 が

見 え る よ う に な る 。 実 験 の 結 果 、 電 流 を 最 小 値 に 固 定 し た 状 態 で 点 灯 時 間 を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 す

る と 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が ７ ０ ％ 以 上 に な る と 、 燐 光 の 残 光 の 影 響 が 見 え な く な る こ と が 分 か っ た

。 そ の た め 、 第 １ 閾 値 Ｌ １ は 、 電 流 を 最 小 値 と し て 点 灯 時 間 を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 し た 場 合 に Ｐ Ｗ

Ｍ 値 が Ｐ １ （ 例 え ば ７ ０ ％ ） と な る 点 灯 値 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 中 間 部 と 明 部 と を 区 分 す る 点 灯 値 の 第 ２ 閾 値 Ｌ ２ は 、 全 白 の 映 像 信 号 が 液 晶 表 示 装 置 に

入 力 さ れ た 場 合 、 電 力 等 を 考 慮 し て 点 灯 値 算 出 部 １ ２ が 設 定 し 得 る 最 大 の 点 灯 値 で あ る 。

例 え ば 、 全 白 の 映 像 信 号 に 対 す る 駆 動 電 流 の 電 流 値 は 最 大 で あ り 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 は １ ０ ０ ％ で

あ る が 、 発 熱 の 問 題 が 生 じ る の で 、 こ の 駆 動 電 流 で 長 時 間 Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る こ と は で き な

い 。 そ の た め 、 全 白 の 映 像 信 号 に 対 す る 駆 動 電 流 の 電 流 値 は 最 大 で あ る が 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 は ７

０ ％ 程 度 と 設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が ７ ０ ％ 程 度 に 固 定 し た 状 態 で 電 流 制 御 し た

場 合 に 電 流 値 が 最 大 と な る 点 灯 値 が 第 ２ 閾 値 Ｌ ２ で あ る 。 こ れ に よ り 、 エ リ ア 制 御 に よ り

点 灯 値 の 変 動 が 最 も 大 き い 中 間 部 で は 電 流 制 御 が 行 わ れ 、 暗 部 と 明 部 で は 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ

Ｍ 制 御 が 行 わ れ る 。 な お 、 全 白 の 映 像 信 号 が 液 晶 表 示 装 置 に 入 力 さ れ た 場 合 の 点 灯 値 が Ｌ

２ で あ る の で 、 明 部 の 点 灯 値 は ブ ー ス ト 機 能 の た め に 使 用 さ れ る 。 エ リ ア 制 御 で は 部 分 的

に 点 灯 し な い エ リ ア が あ る 。 そ の た め 、 電 力 の 関 係 か ら 全 点 灯 状 態 よ り も さ ら に 輝 度 値 を

高 め る こ と が で き 、 こ れ を ブ ー ス ト 機 能 と 称 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ａ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 小 値 に 固 定 し た 状 態 で 、

図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 の ０ ～ Ｌ １ の 変 化 に 応 じ て 最 小 値 か ら Ｐ １ ま で 変 化 す る よ

う な Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 算 出 す る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ｂ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｗ Ｍ 値 を

Ｐ １ に 固 定 し た 状 態 で 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 の Ｌ １ ～ Ｌ ２ の 変 化 に 応 じ て 最 小

値 か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な 電 流 値 を 算 出 す る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ ｃ は 、 図 ３ （ ｂ

） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 大 値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 の Ｌ ２

～ １ ０ ０ の 変 化 に 応 じ て Ｐ １ か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 算 出 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ で 算 出 さ れ た 電 流 値 及 び Ｐ Ｗ Ｍ 値 は 光 源 駆 動 部 ２ ４ に 供 給

さ れ る 。 光 源 駆 動 部 ２ ４ は 入 力 さ れ た 電 流 値 に 応 じ た 振 幅 で 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 に 応 じ た パ ル ス 幅

の 駆 動 電 流 を 光 源 装 置 ２ ６ に 供 給 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ４ は 光 源 装 置 ２ ６ の 一 例 を 示 す 。 光 源 装 置 ２ ６ は 表 示 部 １ ８ を 構 成 す る 液 晶 表 示 パ ネ

ル ３ １ の バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と し て 用 い ら れ る 。 液 晶 パ ネ ル ３ １ の 直 下 に バ ッ ク ラ イ ト 光 源

（ 光 源 装 置 ２ ６ ） が 配 置 さ れ る 。 液 晶 パ ネ ル ３ １ の 長 手 方 向 に お け る 中 央 付 近 に 長 手 方 向

に 直 交 す る 方 向 （ す な わ ち 短 辺 に 平 行 ） に 配 置 さ れ る 中 継 基 板 ３ ２ と 、 中 継 基 板 ３ ２ の 両

側 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ る 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ バ ー ３ ４ 、 ３ ６ を 備 え る 。 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ４

０ が 一 定 間 隔 で 中 継 基 板 ３ ２ に 配 置 さ れ 、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ が 一 定 間 隔 で Ｌ Ｅ Ｄ バ ー ３ ４

に 配 置 さ れ 、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ ４ ２ が 一 定 間 隔 で Ｌ Ｅ Ｄ バ ー ３ ６ に 配 置 さ れ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ 、

４ ０ 、 ４ ２ は 液 晶 パ ネ ル の 画 面 を 分 割 し た エ リ ア 毎 に 設 け ら れ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ バ ー ３ ４ 、 ３ ６

は 中 継 基 板 ３ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 中 継 基 板 ３ ２ は 図 １ の 光 源 駆 動 部 ２ ４ に 電 気 的 に 接

続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ 、 ４ ０ 、 ４ ２ は 光 源 駆 動 部 ２ ４ か ら の 駆 動 電 流 に よ り

駆 動 さ れ 、 発 光 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ５ は 実 施 形 態 で 用 い ら れ る Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 構 造 を 示 す 。 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ 、 ４ ０ 、 ４ ２ は 、 例
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え ば 図 ５ に 示 す よ う な 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ か ら 構 成 さ れ る 。 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ と 、 赤

色 燐 光 体 ４ ５ と 、 緑 色 蛍 光 体 ４ ６ と を 備 え る 。 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ の 電 極 に は 配 線 ５ ２ ａ 、 ５

２ ｂ が 接 続 さ れ る 。 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ 、 赤 色 燐 光 体 ４ ５ 、 緑 色 蛍 光 体 ４ ６ が 保 持 部 ４ ８ 内 に

収 納 さ れ 、 保 持 部 ４ ８ は 透 明 樹 脂 ５ ０ で 砲 弾 型 の 形 状 に パ ッ ケ ー ジ さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 短 波 長 の 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ の 励 起 光 が 赤 色 燐 光 体 ４ ５ と 緑 色 蛍 光 体 ４ ６ に 当 た り 、 赤 色 の

蛍 光 、 燐 光 と 緑 色 の 蛍 光 が 放 出 さ れ 、 赤 色 蛍 光 、 燐 光 と 緑 色 蛍 光 と 青 色 励 起 光 が 混 ざ り 、

最 終 的 に 白 色 と し て 外 部 に 放 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ［ 残 光 ］ 　

　 燐 光 に よ る 残 光 を 説 明 す る 。 実 施 形 態 と の 比 較 の た め に 、 蛍 光 を 放 出 す る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を

バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と し て 使 用 す る 第 １ 比 較 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 面 に お い て 物 体 が 高

速 で 移 動 し た 場 合 の 画 面 の 変 化 を 説 明 す る 。 図 ６ は 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と 赤 色 蛍 光 体 と 緑 色 蛍 光

体 と を 備 え る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 電 流 値 と Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 制 御 し て 駆 動 す る 様 子 を 示 す 。 こ こ で は 、

点 灯 値 が 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の い ず れ に 属 す る か に 関 わ ら ず 、 点 灯 値 に 応 じ て 電 流 値 及 び

Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 決 定 す る 駆 動 制 御 を 行 う と す る 。 図 ６ （ ａ ） は 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 電 流 の 波 形 を

示 す 。 映 像 信 号 の １ フ レ ー ム （ １ ２ ０ Ｈ ｚ ） 毎 に 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 及 び 点 灯 値 に 応 じ た

パ ル ス 幅 の 駆 動 電 流 が 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ

） に 示 す よ う に 青 色 （ Ｂ ） の 励 起 光 、 緑 色 （ Ｇ ） 蛍 光 、 赤 色 （ Ｒ ） 蛍 光 の 光 強 度 が 駆 動 電

流 に 応 じ て 変 化 し 、 白 色 の バ ッ ク ラ イ ト が パ ル ス 的 に 点 灯 す る 。 Ｂ 光 は 駆 動 電 流 に 応 答 し

て 励 起 さ れ る の で 、 Ｂ 光 の 強 度 変 化 は 駆 動 電 流 と 同 じ で あ る 。 蛍 光 も 過 渡 応 答 が 短 い の で

、 駆 動 電 流 に 追 従 し て 光 る と と も に 消 え 、 Ｇ 、 Ｒ の 光 強 度 変 化 は 駆 動 電 流 に 即 時 反 応 す る

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ の た め 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 黒 背 景 に 白 い 円 形 の 物 体 が あ り 、 物 体 が 画 面 内 で 右

へ 移 動 し た 場 合 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う な 液 晶 特 有 の ホ ー ル ド ぼ け が 生 じ る こ と が あ る 。

ホ ー ル ド ぼ け の 程 度 は 駆 動 電 流 の パ ル ス 幅 に 応 じ て お り 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 小 さ い と 、 ホ ー ル ド

ぼ け の 程 度 は 小 さ く 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 大 き く な る と 、 ホ ー ル ド ぼ け の 程 度 も 大 き く な る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 一 方 、 表 示 部 １ ８ の 表 現 色 域 を 広 げ る た め 等 の 目 的 の た め 、 過 渡 応 用 の 長 い 燐 光 体 を 有

す る Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 を バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と し て 使 用 す る 第 ２ 比 較 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 画 面

に お い て 物 体 が 高 速 で 移 動 し た 場 合 の 画 面 の 変 化 を 説 明 す る 。 図 ８ は 、 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ と 赤 色

燐 光 体 と 緑 色 蛍 光 体 と を 備 え る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 電 流 値 と Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 制 御 し て 駆 動 す る 様 子 を

示 す 。 こ こ で も 、 点 灯 値 が 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の い ず れ に 属 す る か に 関 わ ら ず 、 点 灯 値 に

応 じ て 電 流 値 及 び Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 決 定 す る 駆 動 制 御 を 行 う と す る 。 図 ８ （ ａ ） は 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ の

駆 動 電 流 の 波 形 を 示 す 。 映 像 信 号 の １ フ レ ー ム （ １ ２ ０ Ｈ ｚ ） 毎 に 点 灯 値 に 応 じ た 振 幅 で

、 点 灯 値 に 応 じ た パ ル ス 幅 の 駆 動 電 流 が 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 青 色 （ Ｂ

） の 励 起 光 、 緑 色 （ Ｇ ） 蛍 光 、 赤 色 （ Ｒ ） 燐 光 の 光 強 度 が 変 化 し 、 白 色 の バ ッ ク ラ イ ト が

パ ル ス 的 に 点 灯 す る 。 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｂ 光 は 駆 動 電 流 に 応 答 し て 励 起 さ れ る の で

、 Ｂ 光 の 強 度 変 化 は 駆 動 電 流 と 同 じ で あ る 。 蛍 光 も 過 渡 応 答 が 短 い の で 、 駆 動 電 流 に 追 従

し て 光 る と と も に 消 え 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に Ｇ の 光 強 度 変 化 は 駆 動 電 流 に 即 時 反 応 す

る 。 し か し 、 燐 光 は 蛍 光 に 比 べ て 過 渡 応 答 が 長 い の で 、 図 ８ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 次 の フ

レ ー ム に な っ て も Ｒ 燐 光 が 発 し て い る こ と が あ る 。 図 ８ （ ｄ ） の 破 線 は 図 ６ （ ｄ ） に 示 す

Ｒ 蛍 光 の 光 強 度 変 化 を 示 す 。 Ｒ 燐 光 は 放 出 開 始 も Ｒ 蛍 光 に 比 べ て 駆 動 電 流 に 多 少 遅 れ て 変

化 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の た め 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 黒 背 景 に 白 い 円 形 の 物 体 が あ り 、 物 体 が 画 面 内 で 右

へ 移 動 し た 場 合 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 特 有 の ホ ー ル ド ぼ け 以 外 に 物 体 の 移 動 し

た 後 に 、 赤 色 の 燐 光 が 目 に 残 り 、 画 質 が 劣 化 す る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が １ ０ ０ ％ で あ れ ば 、 残 光 は

生 じ な い 。 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が あ る 値 よ り 小 さ く な る と 、 残 光 が 認 識 さ れ る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】

　 Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 方 法 と 残 光 の 関 係 を 説 明 す る 。 　

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 ３ 比 較 例 と し て 、 点 灯 値 が 小 さ い 場 合 は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 最 小 値 に 固 定 し て 電 流 制 御 を 行

い 、 点 灯 値 が あ る 値 と 等 し い 又 は よ り 大 き い 場 合 は 、 電 流 値 を 最 大 値 に 固 定 し て 点 灯 時 間

の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 行 う 例 を 、 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ０ （ ａ ） は 、 映 像 信 号 か ら 算

出 さ れ た 点 灯 値 に 対 す る Ｐ Ｗ Ｍ 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 、 点 灯 値 に

対 す る 電 流 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 図 １ ０ （ ｃ ） は 、 点 灯 値 に 対 す る 表 示 部 １ ８ の

液 晶 表 示 パ ネ ル か ら 出 力 さ れ る 輝 度 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 輝 度 値 は 点 灯 値 に 対 し

て 直 線 的 に 変 化 す る よ う に 制 御 さ れ る 。 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の 定 義 は 図 ３ を 参 照 し て 説 明

し た も の と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 点 灯 値 が あ る 値 （ 第 １ 閾 値 Ｌ １ よ り 小 さ い 値 ） よ り 小 さ い エ リ ア に つ い て は 、 図 １ ０ （

ａ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 最 小 値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 点 灯 値

に 応 じ て 電 流 値 が 最 小 値 か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な 電 流 制 御 が 行 わ れ る 。 点 灯 値 が あ

る 値 と 等 し い 又 は よ り 大 き い エ リ ア に つ い て は 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 大

値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 最 小 値 か ら 最

大 値 ま で 変 化 す る よ う な 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ ０ （ ｃ ） に

示 す よ う に 、 点 灯 値 に 対 し て 表 示 部 １ ８ か ら 出 力 さ れ る 輝 度 値 が 直 線 的 に 変 化 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ の よ う な Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 制 御 で は 、 暗 部 と 中 間 部 の エ リ ア に つ い て は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 小 さ

い た め 、 ホ ー ル ド ぼ け が 少 な く 、 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ 。 点 灯 値

が 大 き く な る に つ れ て Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る の で 、 点 灯 値 が 大 き く な る に つ れ て 赤 残 光 は 目

立 ち に く く な る 。 点 灯 値 が Ｌ ２ 以 下 で は 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ が 、 点 灯 値 が Ｌ ２ を 超 え る

と 、 赤 残 光 は 目 立 ち に く く な る 。 点 灯 値 が Ｌ ４ を 超 え る と 、 赤 残 光 は 殆 ど 認 識 で き な い 。

一 方 、 ホ ー ル ド ぼ け は Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る に つ れ て 大 き く な る の で 、 動 特 性 は Ｐ Ｗ Ｍ 値 が

増 加 す る に つ れ て 悪 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ ２ 以 下 で は 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 点 灯 値 が Ｌ ２

を 超 え る と 、 動 特 性 は 劣 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ ３ を 超 え る と 、 動 特 性 は 非 常 に 劣 化 す る 。 図

１ ０ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る と 、 点 灯 値 の 変 動 が 最 も 大 き い 中 間 部

に 属 す る エ リ ア に お い て 、 動 特 性 は 良 い が 、 赤 残 光 が 目 立 つ 画 質 劣 化 が 起 き て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 第 ４ 比 較 例 と し て 、 点 灯 値 が 小 さ い 場 合 は 、 電 流 値 を 最 小 値 に 固 定 し て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ

Ｍ 制 御 を 行 い 、 点 灯 値 が あ る 値 と 等 し い 又 は よ り 大 き い 場 合 は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 最 大 値 に 固 定

し て 電 流 制 御 を 行 う 例 を 、 図 １ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ １ （ ａ ） は 、 点 灯 値 に 対 す る

Ｐ Ｗ Ｍ 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ り 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 、 点 灯 値 に 対 す る 電 流 値 の 変 化 を 示

す グ ラ フ で あ る 。 図 １ ０ （ ｃ ） は 、 点 灯 値 に 対 す る 表 示 部 １ ８ の 液 晶 表 示 パ ネ ル か ら 出 力

さ れ る 輝 度 値 の 変 化 を 示 す グ ラ フ で あ る 。 輝 度 値 は 点 灯 値 に 対 し て 直 線 的 に 変 化 す る よ う

に 制 御 さ れ る 。 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の 定 義 は 図 ３ を 参 照 し て 説 明 し た も の と 同 じ で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 点 灯 値 が あ る 値 （ 第 １ 閾 値 Ｌ １ と 第 ２ 閾 値 Ｌ ２ と の 間 の 値 で あ り 、 第 １ 閾 値 Ｌ １ に よ り

近 い 値 ） よ り 小 さ い エ リ ア に つ い て は 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 小 値 に 固 定

し た 状 態 で 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 最 小 値 か ら

最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ る 。 点 灯 値 が あ る 値 と 等 し い 又 は よ り 大 き

い エ リ ア に つ い て は 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 最 大 値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図

１ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て 電 流 値 が 最 小 値 か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な 電

流 制 御 が 行 わ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 点 灯 値 に 対 し て 表 示 部 １ ８

か ら 出 力 さ れ る 輝 度 値 が 直 線 的 に 変 化 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 こ の よ う な Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 制 御 で は 、 暗 部 の エ リ ア に つ い て は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 小 さ い た め 、

ホ ー ル ド ぼ け が 少 な く 、 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ 。 点 灯 値 が 大 き く
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な る に つ れ て Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る の で 、 赤 残 光 は 点 灯 値 が 大 き く な る に つ れ て 目 立 ち に く

く な る 。 点 灯 値 が Ｌ １ 以 下 で は 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ が 、 点 灯 値 が Ｌ １ を 超 え る と 、 赤 残

光 は 目 立 ち に く く な る 。 点 灯 値 が Ｌ ６ を 超 え る と 、 赤 残 光 は 殆 ど 認 識 で き な い 。 一 方 、 ホ

ー ル ド ぼ け は Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る に つ れ て 大 き く な る の で 、 動 特 性 は Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る

に つ れ て 悪 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ １ 以 下 で は 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 点 灯 値 が Ｌ １ を 超 え る

と 、 動 特 性 は 劣 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ ５ を 超 え る と 、 動 特 性 は 非 常 に 劣 化 す る 。 図 １ １ （ ａ

） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｌ Ｅ Ｄ を 駆 動 す る と 、 点 灯 値 の 変 動 が 最 も 大 き い 中 間 部 に お い て

、 赤 残 光 は 目 立 た な い が 、 動 特 性 が 劣 化 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 実 施 形 態 で は 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 ２ ２ は 図 ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｌ Ｅ Ｄ を

駆 動 す る 。 実 施 形 態 に よ る 動 特 性 と 赤 残 光 を 、 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 図 ３

と 同 様 に 点 灯 値 に 対 す る Ｐ Ｗ Ｍ 値 、 電 流 値 、 輝 度 値 を 示 す 。 点 灯 値 が 暗 部 に 属 す る エ リ ア

に つ い て は 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 小 値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図 １ ２ （ ａ ）

に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 最 小 値 か ら Ｐ １ ま で 変 化 す る よ う な Ｐ

Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ る 。 点 灯 値 が 中 間 部 に 属 す る エ リ ア に つ い て は 、 図 １ ２ （ ａ ） に 示 す よ

う に Ｐ Ｗ Ｍ 値 を Ｐ １ に 固 定 し た 状 態 で 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て 電 流 値

が 最 小 値 か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な 電 流 制 御 が 行 わ れ る 。 点 灯 値 が 明 部 に 属 す る エ リ

ア に つ い て は 、 図 １ ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 電 流 値 を 最 大 値 に 固 定 し た 状 態 で 、 図 １ ２ （ ａ

） に 示 す よ う に 点 灯 値 に 応 じ て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 値 が Ｐ １ か ら 最 大 値 ま で 変 化 す る よ う な

Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ の よ う な Ｌ Ｅ Ｄ の 駆 動 制 御 に よ れ ば 、 暗 部 の エ リ ア に つ い て は 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 小 さ い た

め 、 ホ ー ル ド ぼ け が 少 な く 、 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ 。 点 灯 値 が 大

き く な る に つ れ て Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る の で 、 点 灯 値 が 大 き く な る に つ れ て 赤 残 光 は 目 立 ち

に く く な る 。 点 灯 値 が Ｌ １ 以 下 で は 赤 残 光 の 影 響 が 目 立 つ が 、 点 灯 値 が Ｌ １ を 超 え る と 、

赤 残 光 は 目 立 ち に く く な る 。 点 灯 値 が Ｌ ４ を 超 え る と 、 赤 残 光 は 殆 ど 認 識 で き な い 。 一 方

、 ホ ー ル ド ぼ け は Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る に つ れ て 大 き く な る の で 、 Ｐ Ｗ Ｍ 値 が 増 加 す る に つ

れ て 動 特 性 は 悪 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ １ 以 下 で は 動 特 性 は 良 好 で あ る が 、 点 灯 値 が Ｌ １ を 超

え る と 、 動 特 性 は 劣 化 す る 。 点 灯 値 が Ｌ ３ を 超 え る と 、 動 特 性 は 非 常 に 劣 化 す る 。 こ の た

め 、 点 灯 値 の 変 動 が 最 も 大 き い 中 間 部 の エ リ ア に お い て 、 赤 残 光 は さ ほ ど 目 立 た な い し 、

動 特 性 も さ ほ ど 劣 化 し な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 実 施 形 態 に よ れ ば 、 過 渡 応 用 が 数 十 ｍ ｓ と 長 い 燐 光 を 放 出 す る Ｌ Ｅ Ｄ バ ッ ク ラ イ ト を 用

い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト を エ リ ア 制 御 す る 際 、 電 力 等 を 考 慮 し て 設 計 さ

れ た 電 流 値 と Ｐ Ｗ Ｍ 値 の 可 変 範 囲 内 に お い て 、 点 灯 値 が 小 さ い 暗 部 エ リ ア に つ い て は 電 流

を 最 小 値 に 固 定 し て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ 、 点 灯 値 が 大 き い 明 部 エ リ ア に つ い て

は 電 流 を 最 大 値 に 固 定 し て 点 灯 時 間 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 が 行 わ れ 、 そ れ 以 外 の 中 間 部 エ リ ア に つ

い て は Ｐ Ｗ Ｍ 値 を 一 定 に し て 電 流 制 御 が 行 わ れ る 。 中 間 部 エ リ ア が 点 灯 値 の 変 動 が 最 も 大

き い 。 こ れ に よ り 、 中 間 部 エ リ ア に つ い て 、 赤 燐 光 の 残 光 の 影 響 を 抑 え つ つ 、 動 特 性 を 出

来 る だ け 良 好 に 維 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 実 施 形 態 の 具 体 的 な 数 値 、 例 え ば 暗 部 、 中 間 部 、 明 部 の 境 界 を 決 め る 点 灯 値 の 閾 値 Ｌ １

、 Ｌ ２ 、 赤 残 光 の 影 響 が 出 な い Ｐ Ｗ Ｍ 値 Ｐ １ 等 は 一 例 で あ り 、 上 述 の 値 に 限 定 さ れ な い 。

ま た 、 燐 光 を 放 出 す る 光 源 の 具 体 例 は 図 ５ に 示 し た 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ 、 ４ ０ 、 ４ ２ に 限 定 さ

れ な い 。 さ ら に 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 は 図 ４ に 示 し た よ う な 直 下 型 の 光 源 装 置 に 限 ら れ ず 、

表 示 パ ネ ル ３ １ の ４ 辺 の エ ッ ジ に 光 源 を 設 け る タ イ プ で も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要

旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ

て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 せ に よ り 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実 施 形
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態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 更 に 、 異 な る 実 施 形 態

に 亘 る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 せ て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 １ ２ … 点 灯 値 算 出 部 、 １ ４ … 補 正 部 、 １ ８ … 表 示 部 、 ２ ０ … 暗 部 ／ 中 間 部 ／ 明 部 判 定 部

、 ２ ２ … 電 流 値 ／ Ｐ Ｗ Ｍ 値 算 出 部 、 ２ ６ … 光 源 装 置 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】



(13) JP  2019-144382  A   2019.8.29

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】



(14) JP  2019-144382  A   2019.8.29

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5C006 AA11　AF44　AF45　AF46　AF51　AF53　BB11　BB29　BC16　BF36

　　　　　　　　　　 FA29　FA54

　　　　　　　 5C080 AA10　BB05　DD01　EE17　EE28　EE29　EE30　JJ01　JJ02　JJ04

　　　　　　　　　　 JJ05　JJ06　KK43


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

